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小学校算数科における授業づくり
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令和５年度 全国学力・学習状況調査 算数　２（２）　正答率 ８７．３％

図形：正方形の意味や性質について
　　　理解することはできている

正方形をどの

ように理解し

ているか。     

令和５年度 全国学力・学習状況調査 算数　２（４）　正答率 ２１．１％

図形：高さが具体的に示されていな　

　　　い複数の三角形について、そ

　　　れらの面積の大小を判断する

　　　のに必要な情報を見いだし、　

　　　その理由を記述することに課

　　　題がある。

・高さがどこにあるか見いだせて　

　いるか。

・三角形の面積＝底辺×高さ÷２

　をどのように理解しているか。     
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令和５年度 全国学力・学習状況調査 算数　２（４）　正答率 ２１．１％

おの面積＝３．２×高さ÷２　　　　　　　

かの面積＝３．２×高さ÷２   

　　　

(２)で垂線をつかった。

長方形ができるから　
「お」と「か」の高さは
同じがだね。

面積＝3.2×高さ÷２で、
高さには同じ数が入るね。

活用のためには、算数で学んだ、
数量・図形の関係や性質を使って、
問題を解釈することが必要。

     

令和５年度 全国学力・学習状況調査 算数　２（４）　正答率 ２１．１％

教員と児童では見えているものが異なる。

今は、児童に見えていない数量・図形についての性質や関係を児童自身で見
出せるようにすることが必要。     

高さがない。

高さはある。
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・公式・パターンといった形式的な解法を使って答えを　
　出すことが算数・数学だと思っている
・学習した内容を活用できない
・問題や問題解決の背景にある本質的な内容を理解して
　いない
（国立教育政策研究所、2013・2010；秋田・齋藤、2011）　　　　　　

児童生徒の数学学習の現状

世界における数学教育の課題

　・児童生徒の数学の活用力を高められていない

　・児童生徒が数学の学び方を理解できていない   
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各授業の目標

数学科の目標

国の教育目標 生きる力

数学的に考える資質・能力

知識・技能

思考力・

判断力・

表現力

学びに向かう
力・人間性

本時の目標

例）日本の場合

（中央教育審議会､「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方
策等について（答申）」）

情報化やグローバル化等による社会的変化が、人間の予測を超えて進展
する中で、誰も経験したことがない複雑・複合的な問題を解決すること
のが必要。

予測できない変化に、主体的に向き合って関わり合い、その過程を通し
て、自らの可能性を発揮し、よりよい社会と幸福な人生の創り手となっ
ていけるようにすることが重要。
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国の教育目標と各教科等で育成する資質・能力の関係

数学的な見方・考え方を働かせ，数学的活動を通して，数学的に考える資
質・能力を育成する。

知識及び技能 ： 数量や図形などについての基礎的な概念や原理・法則な
どを理解するとともに，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学
的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。　　　　　　　　　　　　

思考力，判断力，表現力等 : 数学を活用して事象を論理的に考察する力，
数量や図形などの性質を見いだし統合的・発展的に考察する力，数学的な
表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。　

学びに向かう力，人間性等 : 数学的活動の楽しさや数学のよさを実感して
粘り強く考え，数学を生活や学習に生かそうとする態度，問題解決の過程
を振り返って評価・改善しようとする態度を養う。　

算数科・数学科で身に付けさせたい資質・能力
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数学学習における公理に基づく手法

数学の特性に沿った学習

児童生徒が自分で数学の知識を創るために

数学で新しい知識を創るためには児童生徒自身で、「①アイデアとしての既習
の性質が検索できること」と「②アイデアとしての既習の性質関係を糸口として
矛盾のない数学の論理を構築できること」が必要。     
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数学の特性
　既習の数量・図形の性質・関係をモデルにして思考・判断・
表現するという公理に基づく手法で新しい知識がつくられる。

・教科書の内容のうち定義・公理以外　
　は，既習の内容を使って説明できる。

・数学の新しい知識を児童生徒自身に　
　創らせることができるということだ
　よね。

　
　モデルは一つではないが、数学の理解を深めるための共通点はある

　児童生徒自身で「①アイデアとしての既習の性質が検索させ」と「②アイデアと
しての既習の性質関係を糸口として矛盾のない数学の論理を構築させること」が
必要

・　授業のプロセスではなく、学習のプロセスを支援する。
　　意図される目的及び望まれる学習成果に達成できる学習活動を設定する。

・ 　児童生徒の理解に至る認識（気付く）を明確にし、学習活動の中でその認識　
　　（気付き）が現れるように支援を行う。
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学習活動学習結果学習活動学習結果

学習目標に照らして成果を確認

・現状と目標の差の客観的な把握

・差を埋めるための方法の検討

学習活動学習結果学習活動学習結果

学習目標を達成するための活動 活動を行った後の学習者の理解状況
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目標・指導・評価の一体化

•指導計画に基づ　　
いて、学習目標に
到達させるための 
学習活動を実施す
る。

•実施した学習活動に
よって，学習者が学
習目標にどの程度到
達したかを評価する。

•目標に従い,何を評
価すべきかを明確
にし、現時点での
学習者の理解のの
実態を踏まえて、
学習者の学習活動
を設定した指導計
画を作成する。

•学習の改善、指導の
改善、指導計画の改
善

Action Plan

DoChecｋ

課題を
捉える

経験した
ことがな
い問題

関連した

既習事項

自力解決 深める まとめる

関連した
既習事項
を使って
問題解決
の方法を
考える

問題解決
のための
アイディ
ア，筋道
の共有

どのよう
な見方・
考え方を
使って
問題解決
をしたか


